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福島の観測資料から見た地震活動域について*

春日井哲吾** 岡崎 信夫*本村上日出男林

はしがき

この調査は気象庁地震課から示ざれた「地震予知のた

めの予備調査」として.福島の観測資料により記象型の

分類と.初動の押し引きの分布.およびP波の走時から

みた地震活動域について調査したものである.

I. 記象型の分類

( 1 ) 資料および調査方法

昭和13年から34年までの22か年の福島におけるウィー

ヘルト式地震計で観測した有感地震と最大振幅60ミクロ

550.340.1 

はSの直後に来る.

T型 P型とほぼ同じ型で.区別しにくいが.最

大動がP型よりおそ《出る.また最大動はとび離れ

て大きく出る

R型 K・P型とほぼ同型だが P・S共に振幅が

小さし、-

X型浅発のC型に似ているが.全体の振幅が大

きい.

V型全体の振動が長周期である.

ン以上の無感地震の記象を選び.三成分が完全なものを 大別すると以上のようであるが.さらに細分したもの

浅発 (100kmまでつと深発 (100、kin以上〉とにわけ調 、もある.これらの型の典型的なものを示したのが第 1~

査した. 、 2図である.

(2) 分類の基準とした標準型について

(浅発地震〉

A型 p s共に明りょうで s相は急iこ振幅が M 
大きぐなり，最大動がSの直後に来る.振動の減衰

が急である.

B型 P明りょう ，S亦明りょう，振動の減衰が

おそいや振幅がPからSまでだんだん大きくなりや

や紡錘型に近い.

C型 P・S共に比較的明りょう .Sの振幅は次

第に大きくなり，最大動の振幅が特に大きく出る.

振動の減衰はおそい.

D型典型的な紡錘型 P・S共に不明りょう.

E型 P明りょう .S不明りょうでSの振幅が小

さい.減衰はおそい.

F型 P・S共に不明りょうでやや紡錘型に近い

、が，最大動の振幅が大きく，減衰はおそい.

(深発地震〉

五型 P・S共に明りょうでPは振幅が小さく S

F は急に振幅が増大し，減衰はおそい.

P型 K型とほぼ同じ型であるが p'の振幅はー

そう小さく単調で..Sは急に振幅が増大し.最大動
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柑福島地方気象百

Z』

z .--"'"哨山…
、 A型 1949年8月24日 06h42m，福島県東部

P.-..:.S 10. lS 37.50N 140.70E H 100km，震度I

N 

Z 

A'型 1939年2月18日 18h18m，福島県はるか東方沖

P~S 13. 4S 37.50N 141.90E H 50km，震度 I
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N一冊い←
E吋仲山…-
Z一柳伽叫ん

A三型 1955年2月4日 05h33m，福島県東方沖

P---.S13.1S 37.'80N 142.0oE H 60km，震度 I

N 

E 

z.....".色司;‘榊仰抑制州問州加川州……

B型蓋1955年 5月4日 02h08m，三陸は石か沖

P---S不明 39.50N 143.80E H 40---60km，震度O

N 

去

Z 

B'型 1939年 3月23日 16h39m，宮城県沖

P---S18. 3S38. 30N 142.50E H 25krri，震度II

N 

司-刊~附一一一
Z 

C型 1938年 7}=j1.日 18h32m，茨城県沖

P"":"S17.3S 36.40N 141・.10E H 40km，震度II

Z~州tlv~品川
じ/型、 1951年10月9日 12h27m，茨城県東部

P--S19. 8S36. 20N 140.30E B 60km，震度、

N 

"" 

ε
 
Z 

D型 1956年 4月26日 20h39m，千葉県声部

P---S22.1S 353/4
oN 140.80E H40km，震度o! 

N 制-

ロ』

Z 
D'型 -1938年10月30目、 00h38m，千葉県沖

P--S31.3S 35.70N 141. lOE H 0 km，震度O

N l仰叫川伊柏崎‘

1l-哨叫陣

z一喝酬崎山

E型 1956年 4月23日 12h33m 北海道南東沖、

P':-"'SOlm3.4S 42.40N 145.0oE H90km，震度。
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N 
料判酬川町μー

E 

Z 

103 

N 州州市州

E'型 1953年10月14日 23h38m，北海道南東沖

P~SOlm.6:3S 42.80N 144.60E. H 90km，震度I

第 1図，浅発地震記象型の例.-

F型， 1939年5月1日‘ 16h28m，秋田県沖

40.00N 139.0oE . HO  km，震度 O

N 

E
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07h18m，北海道中部

142.50E H150km，震度 I

N 

E キ~机，乍~弓"1t主汁…川川~州州制州~刑w州州~制脚州州酬~備州州~脚脚刷l加脚制加脚州附附附~加納怖iいい州州Y世州ゆ帆~小和いt和いい、w
P型 1印95町7年9月28日 Oω9h29m叫，本州南方沖 i

P~S81. 4S 310N. .1380E H 100km，震度O

N 

E
 
R型 1949年9月23日 17h13m.，沿海州

P-:-，S84. 9S44. OON 134.50E tI300km;震度 O

"~i';~叫叫附一一一

日

N

ゆ

p
d

j

s

 

月

ゆ

っ“，一‘

噌
E
A年

市
3

5

 

5

・

引

は

1ム

r
t

Q
U
 

匂
ご
ド

R
 ハリ度目辰

慌

叫

辻
ι

k

海

団一一u
m
門

官

つH
n

U

ワ臼L
U

ウ
4

Q
u
q
t
u
 

A
U

唱

i

第 2図

T型 1954年6月11日 07h39m，小笠原北西神

P---S95.0S 29.30N 139.70E H380km，震度O

X型 1956年12月19日 06h13m，神奈川県北部

P--，--S29.7S 35.60N 139.20E H 120km，震度O

V型 1953年12月1日 14h11m，奄美大島近海

P~S148. 3S 29.20N 128.80E H 230km，震度I

深発地震記象型のou' 
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第 1表調査地震表

(浅発〉

型|発現時
戸芋"

辰 央|深さ| 震央地名 日 |震度

年 月 日 時 分
東経 北緯

A 1949 8 24 0642 37.5 140. 7 

A' 1939 2 18 18 18 37.8 141. 9 

A" 1941 9-28 21 24 37.0 140. 7 

A'" 1959 1 .23 01 56 3マ.8 142. 7 

Ax 1956 2 4 05 13 37.8 142.0 

B 主955 5 4 .02， 08 39.5 143.8 

B' 1939 3 23 16 39 38.3 142.5 

B" 1958 2 15' 04 30 38.2 142.8 

C 1938 7 1 18 32 36.4 141.1 

C' 1951 10 9 1227 36.2 ー 140.3

'G" 1959 6 22 01 06 36. 1 141. 7 

仁'" 1938 6 6 0132 35.9 140.5 

D 1956 4 26 20 39 35. 7 140.8 

D' 1956 2 10 06 56 36.1 139.9 

-D" 1938 10 30 00 38 35.7 141.1 

E 1956 4 23 12 33 42.4 145.0 

E' 1953 10 14 23 48 42.8 144.6 

E" 1944 7 10 21 32 42.8 144.0 

F I 1939. 5 1 16 28 1 

(深

K 1953 8 28 07 18 43.2 142.5、

P 1957 9 28. 09 29 31 138 

R 1949 9 23 17 13 44.0 134.5 

T 1954 .6 11 07 39 29.3 139.9 

X 1956 12 19 06 13 35.6 139.2 

V 1953 12 1 14 11 29:2 128.8 

R' 1953 I2、 20 09 22 39.5 137.0 

第 1--2図に示した代表的記象の地震は第 1表のとお

りである.

3 各型の分類とその震央分布について‘

福島で観測された約 600回の地震記象を一つずつ各型

別に分類したものが第2表で.各型別の震央分布を深さ

別に示Lたものが第2--8図である.また各型の出現回

数を第9図に示Lた.

各型の分布状態を要約すると.浅発地震については.

A型は福島県~41の 143 0 E 以西の37 0 Nから380 Nの間にほ

とんどまとまづており.変種は各深さともはらきり"分離

kni S 

100 福島県東部 10.1 I 

50 福島県はるか東方沖 13.4 

65 福島県東部 J
12..0 E 

30--60 福島県はるか東方沖 15.4 O 

60 福島県東方沖 13.1、 I 

40--60 三陸はるか沖 35.5 O 

25 宮城県沖 18.3 E 

40 金華山沖 22.4 O 

40 茨城県沖 17.3 E 

60 茨城県中部 、19.8 I 

20 茨城県東方沖 12.7 E 

65 茨城県南部 28.0 E 

40 千葉県中部 22. 1 O 

60 茨城県西部 21. 4 O 

O 千葉県沖 31. 3 O 

60 北海道南葉沖 63.4 O 

90 " 66.3 I 

100 " 60.1 I 

o I 秋田県沖 1
33.4 

I 0 

発〉

150 北海道中部 59.8 I 

100 本州南方沖 81. 4 O 

300 沿海州 84.9 。
380 小笠原北西沖 95.0 O 

120 神奈川県北部 29，7 O 

230 奄美大島近海 148.3 O 

360 日本海中部 47.3 O 

できないが. 0 --30 kmの分布で A'"型が 142
0

E. か

ら1430E，37.50 Nから 380N までにまとまってし、る.

B型は金華山沖から三陸沖.青森県沖.の145
0茸以西の

380Nから410Nまでに出ており B"型が深さ 60--100

kmで金華山沖にまとまっている C型は茨城県沖の

1430E以西の360Nから37.0Nまでに出ている.

D型は千葉県沖および関東はるか沖の 142
0

E以西の

340Nから360Nにかけて分布している.

C型と D型は深さ 30km以上でかなり混じり合ってい

る.特に内陸部でどうしても分離できないところが.神
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第 2表各記象型分類表

l 型| 発現地域， 1 p--~ I 深さ| 型一'の特徴ノ

sec km 
A 福島県沖 9---26 <60 P.Sな共りに明最り動ょう ，S相直は後急に振出幅大 43 

と，大はSのにる

A' " 11~21 1O~60 P.S型共に明りりょう，明 Pのう立より大S 60 
A はA ょやや不りょ

A" " 12~25 20~60 A型より最大動の振幅大 17 

型
A'" " 10--27 20，-60 A型に比し P.S共不明りょう 8 

Ax 福金華島県山東沖方に沖及かぶら 1O~22 30~80 A型より Pがやや不明りょ、う 28 

B 三沖陸沖よぶりはるか
に?すよ

18~60 0~60 やうや，紡不錘S型明，り減ょ衰う おそ ιいP明りょ 51 

B 
B' 三陸はるか沖 15~50 20~60 B型よりやや不明りょう 19 

型

B" .金華山沖 13--22 20~60 B型としてはP.S共に比較的明りょ 22 
う

C 茨城県沖一帯 14--33 。~50 Pん.Sと共大にき比く較な的り明最り大ょ動うが，特Sはに大だんきだい 67 
、

C' 茨城県中部 14~30 。--50 C型より振動の減衰がおそい 20 
C 

C" 茨城県沖 13~42 20--50 Sの振幅小，周期が短い 38 

型
利千葉根県川北流部域C'" 17--39 40~80 S不明りょうやや紡錘型 22 

、

Cx 茨城県沖 14~26 40~80 P不明りょう S振幅小で明りょう、 18 

D 利千葉根県川沖流域・関東沖 20~48 。~50 典型的な錘型 19 

D 
群茨城馬県県埼西部玉県内部D' 16--24 40~95 D型よりも P.S共にやや不明りょう 16 

型

D" 千葉県沖 17--25 。~80 D型よりも Pだけがやや明りょう 14 

E 北青森海県道東南東方沖沖 40~75 。~80 P幅不小明さりく，ょ減う，衰明がおりそょいうでS相の振 39 
¥ 

E ， 〆

E' If 80~100 。~180 S相が念、に大きくなる 8 
型

E" " 60 90 Eに比して，P.S共に明りょう 1 

K 北日本海海道北部および 60，...;...，120 100~500 P.S共急、には明振りょ増うで大Pすは振幅が小さ
く S~vìtJTVI幅が る

9 

P 東海道沖 ~ 50~90 300~500 KとほぼS同型直だが，P振幅小さく最 9 
深

大動はの後にくる

R 沿日本海海州南中部部および 60~120 300~600 

E RP出り型SおPる拘そmとにほとく振ぼHほi幅同ぼてが，同じ小だ最型がさ大でし最動、大が動特がに大P型きよく

9 

T 千原葉北県方沖から小笠P 30--180 100~500 39 
発

X 東北南け部か内ら陸関東
にかての

15~30 100........150 深i隔発大のK型に似ているが，全体の振 5 

V 奄美大島付近 180前後 >200 全体の振動が長周期である

- 61-



寸
守
J
門

時
間
同

第 2，3，4号

、o
t"l 

@ 

‘“人一
v

岨

F

H

n
山

崎、・
r町

、日ハ
V

L
h
a司

凶
“
.

0

H

e

 

U

日
@由日。

〈
“
.

第 33巻報震時験106 

サ
寸
同

∞
円
同

N
サ
同

。
寸
門

(浅発〉

e 

e 

各記象型震央分布図第 3図

0~30km 深の記象型分布図

-，62ー

第4図



福島の観測資料から見た地震活動域につし、て一一春日井哲吾，岡崎信夫，村上日出男 107 

第 5図 30--60 km深の記象型分布図
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第 6図 60~100km 深の記象型分布図
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第7図各記象型発現域(浅発〉
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第 8図 深発地震各記象型分布図 (100 km以上〉
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P型と T型が1390 Eを境にしてきれいに東西に分かれて

，いることは興味深い.x型は東北南部から関東にかけて

の内陸部に分布し， K型ほ北海道と日本海北部に， R型

は沿海外|から日本海中部にかけて分布しているが.回数

が少なくはっきりしたことは言えない.

(4) 考察

この記象型の分類は地震予知のための予備調査の一環

として行なったものであるが，この調査段階で見る限り

では記象型と震央分布には割合はっきりした関係にある

ことが判明した.型の分類は目で判断することであり，

個人の主観がはL、ることは明白であるが，この程度の分

布を示しているとすれば，現地での緊急験測に際工て震

央の判断.津波予報など、への利用度は相当高いものと思

109 福島の観測資料から見た地震活動域について一一春日井哲吾，岡崎信夫，村上日出男、
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奈川県北部や利根川上流域に見られる.以上の浅発地震

の，主な記象型の発現区域を大ざっぱに示したものが第7

図である深発地震については.第 8図に示すように.
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われる.

11. 初動調査

(1) 資料および調査方法

昭和3年から22年までの20か年の福島におけるウィー

ヘルト式地震計で観測した地震で，初動方向がはっきり

しており，地震月報その他に上り震源位置の判明してい

るもの約 500個について調べた.

(2) 初動の押し引き分布，

(A) 平面的分布

福島における20か年間の地震の押し引きの平面的分布

は第10図のとおりである.これら押し引きの地域的

分類をみると，三陸沖の 400N から 380N，1420E か

ら1440Eの聞に押しの群 (1，II)が，金華山の 390Nか

白ら 380N，1420E から142.50Eには引きの群(III)が，

また茨城県南部に引きの群 (XII)，それと隣接して利根

川下流域に押しの群 (X1)の4群が特にはっきりしてい

るようにうかがわれる.

次に20か年聞を前・後半の10か年ずつにわけ，その分

布態を見たものが第11--12図である.

前半の10か年聞を見ると金華山沖や福島県沖に押しの

少ない傾向が見られる.後半の10か年は全般には押し引

きが混じり合っている.各10か年の分布状況を考慮し水，

平分布より見た各活動域は第10図の破線で、示したように

なる.

(耳) 垂直的な分布

震源の垂直的な分布を調べるため， 40
0 

N __35
0 

Nを

0.20ずつに区切って(400N __390 Nは0.50
ずつ〉横軸に経

度.縦軸に深さをとり各断面について押し引きの分布を

示したものが第11図である.

これを見ると， 400 ~ __380 N， 142.50 Eから東の三陸

1中には押しの多い区域があり，深さは全部 0--40kmに

限られている. 38.80 N __37.'80 N， 141. 70E --:'142. 5E， 

にかけての金華山沖には引きの多い区域があって，深さ

は三陸沖より深く 20--60kmに分布している

37.80 N --37， ON， 1410 E __1420 E，にかけての福島

県沖には押し引きが入り乱れているが，押しは40kmよ

り浅いところに多く，全体的には 0--60kmかけほぼ円

形に近いま1とまりをもっている. 37.2~N--36.6'?Nにか

けて1420E付近から南東にかけての小名浜東方沖に一群

が見られるが，これを福島県沖と分離するのには疑問が

ある.福島県沖では南に下るにしたがって押しが多くな

る傾向があり，かつ深さ40km以上では押しが非常に少

なくなっている.37.40N--36.80N， 139.80E付近の福

島県西部にはいわゆる田島地震の押しの多い群が見られ

る.37.00 N--36.60 N ，. 1410 E --141.7。主にかけての福

島県沖の西によった小名浜南東i中には深さ30--50kmに

.;wレ

。 :'1J~

事b

第11図震央の押し引き分布1928~1937年(前10か年〉 第12図震央の押し引き分布1938~1947年〈後10か年〉
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城県西部に深さ40~80km に引きの群があり，その東に

隣接して利根川下流に押しの群が見られ，前者との聞に

はっきりした不連続面が見られる.36. 20 N ~36. 00 N， 

139.10 E ~139. 40Eの埼玉県中部に引きの多い区域があ

り， 36.00 N ~35. 50 N， 140.80 E ~141. 50 E にかけての

引きの多い区域がある.その南の 36.70 N~36. 20 N， 

140.50 E ---141. 50 E にかけての茨城県沖に 0~40km に

押し引き入り乱れた区域があり， その中で 36:40N~

36.20N じかけては 20kmより浅いところに押しが集中

している.36.40 N ---36.00 N. 139.80 E ---140.20 Eの茨
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(3) 

第13図押し引きの垂直分布

第 3表 福島における地震活動域と押し引きの割合

範 押し引き割合

H |ふ同下%
い州、12回I4四十75 I 

10~80 I 4 I 2 1 67';1岩手県東部を含む

払 60 1.91 38 I 81 1関野忠告諒多い

囲
単位 震央地名 備 考

140~38. 81ωι142.51 

I 38.8---37.81凶山

三陸沖

岩手県沖・

金華山沖III 
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J;LZ: 験112 

押し引き割合

e10"'% 
|22|6717613厚裁浅いところに

| 5 I ~5 1 75 1間建主同一単位に入

| 3 ，1 2 1 601 ~童精卵I. 1 
|7'122 1 76 1 

1 6 1 23 1 ， 7~11 分離に若干難点あり
1 11 ，129 173 IJ-ナ'ケ

|戸 1，5 1 50 1 
| io 1 5166 1茨城県南部を含む

| 4¥ 24 1 86 1%葉県北部と境界面があ

141~4150'1 

13 1 9 1 ~5 ¥ 

考備

0~100 

H 

0..，..60 
20~60 

範囲

N1  '. E- '1 

| 福島県沖 1.37.:8，-.;37.01 ル Z勾 | 
V l小名浜東方沖 l'37. 2~36. 81 1仏印41
v1 1 福島県西部 -1 37. 4~36. .8 1 1~9~ω | 
Vnl 小名浜南東沖 137. 0~36. 61 141~1山|

v叫茨城県東岸 136. 7~36. 31140. 7~141 
IXI 茨城県沖 136ω6.0-1 ル凶 71
xi関東沖 13ル 36.01凶日 1 -0--v60 
XI 1 千葉県北部 ， 36. 2~35. -7卜40. 4~140. 8" ~ 20~70 

Xnl 茨城県南西部 136. 4~36.0 11~9. 8~140. 41 
XI川埼玉県中部 1:36ト 35.81ルI39.31
x川銚子沖 136. 0~35. 5ド40.9--.;141.41 

(但し%は数の多い方の割合を示している〉
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第14図福島における初動方向のかたより
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銚子沖には:0~60kmの引きの多い区域が見 bれる.以

上の(A)と(B)を総合して福島からみた地震活動域の区

分をしたのが第3表である.

第3表以外にも北伊豆から山梨県南にかけて，および

40
0
N以北の北海道南方にも押Lの地震が多Jペ出てい

る.一

(3 )/福島における初動方向のかたよりについて

福島で、観測された初動方向とのかたよりを示したのが

第14図である.

初動方向を震央に平行移動し，矢印の数で初動の大き

さを現わし，初動方向が震央に向かつて左にかたよって

いるものを白丸(0)，右十こかたよっているものを黒丸

(8)，かたよっていないものを白黒(())として分布を調

べた.これを見ると，大きく見て福島より南東に走る線

の南側にが多く・右にかたよっており，北側にOが多く

左にかたよっている.また福島からほぼ南に走る線の東

側に0，西側に.が多くなっているよこれらは，福島よ

り南々東の方向にP波の伝播速度が早い(あるいは地殻

のうすしうところがあり，それより，南東および南の方向

に行く Lたがって速度のおそい(あるいは地殻が厚しうこ

ιを示している. (たとえば，宇津(2))なお，福島の南東

と陪伝南方向でも付近に比Lおそいとこ右があり，それ

より北および西に行くにしたがし、地震波速度が早ぐなっ

ていると思われる.

(4) 福島における押‘し引きの時間的変化についてー

押し引きの平面および垂直分布によって， 一応の単

位地域は決めたが，ここでは時間的にはどんな変化を示

しているかを調べて見た.平面的分布において，前半の 、

10か年と後半の10か年に大別したが，その結果は前10か

年に押しが少なく後半に多くなっている傾向があった

が，経年的にどの止うた変化をしているかを， 金華山

沖，福島県沖，茨城県沖に大別して調べたのが第15図で

ある.

第15図を見ると金華山沖では1939年以降に押しが多く

出ていることがわかる.福島県沖では押しが， 1931年か

ら32年にかけてと， 42年から44年初めにかけて集中的に

出ており， 32年から42年初めにかけての約10か年間に引

きが多〈出ている(ただし1938年11月にいわゆる福島

金華斗J 7中
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県東方沖の強震があり， 12月初めまでのわずか 1か丹足

らず、の間に有感52固という多発地震があり押し引きが混

じり合っているので，この期間は例外として除いた)，

茨城県沖で‘は時間的には押し引きが混じり合っている

が， 42年後半に押しが集中しており ..34年から36年末に

かけて引きが多くなっており，傾向的には福島県沖に似

た分布を示し.ている.

，20 

lU勺OS

" 
4d 

iJ 2040 60， 80 100 

A 

200 

(5 ) 考察

以上の調査から，福島の資料から見た地震活動域につ

いて，次のようなこといえる.

(a) .福島における初動の押し引き分布として割合は

っきりまとまってし、るのは，押しでは三陸沖と千葉県

北部，引きでは金華山沖と茨城県南西部で，それぞれの

聞には不連続面が認められる.そのほかは，はっきり

• 

300 400 500 IC圃

第16図 iPとPの深さ別走時(1 ) 
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と活動域を決めるのはむずかしいが，垂直分布は，平面

分布よりもややはっきりしたまとまりをもっている.

(b) 初動方向のかたよりからは，福島から南東とほ

ぼ南の方向に，地震波速度のおそい区域があるものと

思われる.

、-(c) 地域別の押し引きの発生度数の長期変化には，

地域によってあ.る程度の周期変化があるように考えら

れ，押しには，群発性があるように思われる.

、，111. 福島の走時について

‘( 1 ) 資料および方法

1953年から1962年までの10か年間にウ'イーへルト式お

よび直視式電磁地震計で観測さ，れた，地震の震源が地震

月報に記載され， 深さが 80km以浅の PおよびPの走

時を471個について調査した(福島から 500km以内の，
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地震について)， PとiPの走時を出し"深さ別に， 0くh

壬20km， 20<h豆30km， 30<h~三 40 km， 40 < h;;2; 50km， 

50<h壬60km， 60<h~三 ZO km， .70<h豆80kmの7段階

に分け，和達・益田の走時曲線と比較した.また福島県

沖， 宮城県沖し三陸沖および茨城県沖(毘島灘を含む〉

に分けて，発現地域による相違ついても調べた.

(2) 走時の状況

2/J 

101 

111..' '.00 

!iD 

soくh壬60

深さ別に，iP (0)とP(・〉全部についてプロット

したものが第16図である.また 0)の調査で求めた記象

型による発現地域別に作成したものが第17図である.

(A) iPとPの 走 時 第16図J
(a) O<h豆20km

iP， P共にバラツキがあるが，全体の傾向として，震

央距離 (Ll)90 km付近でおそく， 250 km以上で、は早く、
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なっている. ょうである.

(b) 20<h豆30km (d2 40<h豆50km，50 <h~60km， 60 <h豆70km，

資料が少ないのでなんともいえないが，割合よく標準 70くh豆80km

走時にのっている.

(c) 30<h~40km 

バラツキはあるが，全体として割合よくのっている.

(B) 発現地域別の iP.Pの走時(第17図〉

この深さでの地震が一番多かったが，パ.ラツキも大き

く，しいていえば Jl90kmから 200kmまでおそく出る

(a) 一 0<h~20km

福島県沖 (A地域 :0印〉の地震は，大体標準走時に
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第17図 iPとPの発現地域別走時 (1)
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のっているが，福島県沖北部a100 kmの付近で，やや A地域はよくのっているが， B地域は資料が少なく，

おくれて出ている.宮城県沖，三陸沖(J3地域:・印〉 遠いものはパラツキが大きいのでまとまってトない. C 

は，大部分おくれており，とくに南部の a90km付近で 地域Aは 200kmまではよくのり，それ以上はおそく出て

目立っている. また三陸沖の a300km以上では，早く いる.

出ているものが多いようだ、ある.茨城県沖 (C地域:ム (c) 30くh豆40km

印〉はパラツキはあるが大体標準走時にのづている. 数が多くバラツイてb、るが， A地域はほとλJどのもの

(b) 20<h~30km ‘ 、 がおくれて出ており，特に a100km付近でおくれが目

1II 
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第17図 (2)
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立ち， B地域はバラツキが大きいがLl.300km以上の三陸 (e) 50くh豆60km

沖では大体よく標準走時にのっている. c地域もパラツ 、この深さでもやはり A地域はLl120kmくらいまでお

イてはいるが平均的にはのっているようである. 一 くれており，それ以外は各地域とも大体のっている.

(d) 40<h豆50km、 ノ (f).60<h豆70km

A地域はやはりLl100km付近までおくれて出ている 資料が少なくなんともいえない.

が，そのほかは大部分が標準走時にのっているようであ 、(g) 70 くh豆80.~m

る ¥ : 各地域とも大体のっており A地域のLl100km以下

品。

10 

。

2D 

10 

i帽。ρ

~ 

""' 
~þ 

2D 

ID 

4O<11~ 5"O 

A 

i 

100 

拘く11&60

.認が7d，
'J8-

，? 

屯 ..I/lD
~ 

J 

Z似F

第17図 (4)

AAcv〆
o.ar' 

2.00 

第17図 (5)

- 75ー

1 
700 

~pþ 

'--... 

410 

A 

S"IOIC7ft. 

釘ITtaIt

ノケ



120 験震時報第 33巻 第2，，3，'4号

で珍しく早自に出ている.

(-3 ) 考察

読みとりの誤差や震央決定による誤差も考えられ， 1 

官暑からのデータで結論的なことはL、えた立いが，特徴を

まとめるとつぎのようになるぜ

(a) iP.P共d.200km以下では標準走時よりおくれ

て出るものが多く，それ以上では次、第に走時にのり，

Z/l1 

60 く h~70
10 

ー内F

SD 

40 

3d 

一t~九州: 6Ol帥

0' 
A 

""" IOo 
...L 
ZDO' 

;1.300 km岨付近で早目に出る傾向がみられ，これはOく

h豆20kmの地震で顕著である.

(b) 発現地域別に見ると，福島県~中(A地域〉では O

<h::;;:60kmまでは震央距離が近くなる陪どおくれ，

，200krnまではしだし、に走時にのりtはじめこれ以上に

なると早くなる.しかし70¥匙m以上り深さの地震では

逆になっている.宮城県沖 (B地域〉 の地震は O<h

-L 
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豆20kmでは近い地震はのるかおくれるかで、30<h豆

40km以上ではパラツキが著しくなっている.一方三

陸沖の地震は 30<h~40km の深さの地震では割合よ

く走時にのり，これより浅くなっても，深くなっても

全体として早く出るが， これも 70<h壬80kmの地震

ではおそく出ている.
¥ 

茨城県沖.(C地域〉の地震は 0<h~60km までは 200

kmをはさんで距離の近い地震は走時にのるかまたは

早く，距離の遠い地震はのるかまたはおそく出てい

る.

- 77ー

参芳文献

(1) 気象庁地震課:地震予知のための予備調査 (1~3) 測

侯時報26261~265， 368~374， 420~428 

(2) 浜松音蔵:東京における初動方向からみた地震活動域

について測候時報 24115-121 

(3) 字津徳治:初動方向のかたよりについて験震時報 21

13---20 

(4 ) 浜名宏:小名浜の資料からみた東日本周辺の地震活動

域について験震時報291-16


